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電子処方箋の運用開始について

・システム稼働日：2025年7月1日（火）

・処方箋様式の選択について

紙処方箋か電子処方箋かは、患者様の申し出により選択されます。



紙の処方箋の場合

現行の処方箋と大きな変更はありま
せん。

電子処方箋管理サービスに処方内容
が登録されている場合、処方箋左上
に引換番号6桁が印字されます。

引換番号が印字されている場合、電
子処方箋管理サービスで処方内容を
確認することができますが、

紙の処方箋の場合は、紙の処方箋内
容に対して調剤をお願いします。



電子処方箋の場合

患者さんは引換番号6桁、QRコードが記載された

処方内容(控え)が交付され、保険薬局に持参されます。

処方内容(控え)には薬剤名、1日量、投与日数が記載
されています。用法の記載はありません。

電子処方箋の内容を確認の上、調剤をお願いします。

処方内容(控え)の受付方法、操作方法等については、
保険薬局で導入しているレセコンメーカーに確認をお
願いします。



電子処方箋用法について
外用薬、インスリン注射等の処方の場合

①1日〇回～～の電子処方箋用用法（コード）

②病院側で処方している用法が併記されます。（テキスト）

電子処方箋用法には左右等を選択する用法が存在しないため

調剤される際は薬局の用法に紐づけないよう注意をお願いします。



不均等投与について

・電子処方箋導入時のテスト処方において、朝食後２錠、夕食後1錠不均等処方を行った場合、

Aレセコンメーカーでは、朝食後２錠、夕食後1錠と正しく表示できました。

Bレセコンメーカーでは、不均等投与にならず朝食後1.5錠、夕食後1.5錠と誤った表示になりました。

病院の電子カルテシステムからは、JAHIS院外処方箋2次元シンボル記録条件規約の

Ver1.7（JAHIS8）に基づいて処方登録データを作成し、電子処方箋管理サービスに

データを送信しています。

この規約では、不均等服用に関してはレコードNo221（不均等レコード）かレコードNo281

（薬品補足レコード）のいずれかに記録するよう説明されており、当院が採用している

電子カルテシステムベンダではレコードNo281（薬品補足レコード）に不均等服用を

記録しています。

各保険薬局におかれましては、各レセコンメーカーに不均等服用に対して正しく表示できる

事を必ず確認しておいて下さい。



問い合わせ先

・処方内容についての疑義照会は、従来通り処方医師にお願いします。

現行の疑義照会簡素化プロトコルについても、従来通りFAXでの運用となります。

・保険内容については従来通り医事課にお願いします。

・その他、電子処方箋については薬剤部 医薬品情報管理室にお願いします。

大阪医療センター
病院代表番号：06－6942－1331


	スライド 1: 電子処方箋の運用開始について
	スライド 2: 電子処方箋の運用開始について
	スライド 3: 紙の処方箋の場合
	スライド 4: 電子処方箋の場合
	スライド 5: 電子処方箋 用法について
	スライド 6: 不均等投与について
	スライド 7: 問い合わせ先

